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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力データを上位ビット・データと下位ビットデータに分割する段階と、
　前記上位ビット・データを１フレームの間だけ遅延させる段階と、
　前記遅延された直前のフレームの上位ビット・データと現在入力される現在のフレーム
の上位ビット・データの差に基づいて、修正データが登録されたルックアップ・テーブル
において、前記現在のフレームの上位ビット・データと、前記直前のフレームの上位ビッ
ト・データに対応する、修正データを選択して出力する段階と、
　前記分割された下位ビット・データと、前記ルックアップ・テーブルからの前記修正デ
ータを加算して出力する、或いは、前記ルックアップ・テーブルの前記修正データをその
まま出力する段階を含み、当該段階で出力される出力データは、前記入力データと同一の
データ幅を有し、
　前記ルックアップ・テーブルに登録された前記修正データは、前記現在のフレームの上
位ビット・データを修正するために、前記入力データのデータ幅以下で、且つ上位ビット
・データのデータ幅より大きいデータ幅を有することを特徴とする液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項２】
　前記修正データは、前記現在のフレームの上位ビット・データが前記直前のフレームの
上位ビット・データより大きければ前記現在のフレームの上位ビット・データより大きい
値を、前記現在のフレーム及び直前のフレームの上位ビット・データが等しければ前記現
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在のフレームの上位ビット・データと等しい値を、前記現在のフレームの上位ビット・デ
ータが前記直前のフレームの上位ビット・データより小さければ前記現在のフレームの上
位ビット・データより小さな値を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項３】
　データが供給される複数のデータラインと、スキャニング信号が供給される複数のゲー
トラインを有する、液晶表示パネルを駆動する装置において、
前記データラインを駆動するデータ駆動部と、
前記ゲートラインを駆動するゲート駆動部と、
ビデオデータを出力して、前記データ駆動部とゲート駆動部を制御するタイミングコント
ローラと、
前記タイミングコントローラからの前記ビデオデータの上位ビット・データを１フレーム
の間だけ遅延させるメモリと、
前記メモリによって遅延された、直前のフレームの上位ビット・データと現在のフレーム
の上位ビット・データの差に基づいて、修正データが登録されたルックアップ・テーブル
において、前記現在のフレームの上位ビット・データと、前記直前のフレームの上位ビッ
ト・データに対応する修正データを選択して出力し、前記上位ビット・データと分割され
た下位ビット・データと、前記ルックアップ・テーブルからの前記修正データを加算して
出力する、或いは、前記ルックアップ・テーブルからの前記修正データをそのまま出力す
る修正器を具備し、当該修正器で出力される当該出力データは、入力データと同一のデー
タ幅を有し、
前記ルックアップ・テーブルに登録された前記修正データは、前記現在のフレームの上位
ビット・データを修正するために、前記入力データのデータ幅以下で、且つ前記直前のフ
レームの上位ビット・データのデータ幅より大きいデータ幅を有することを特徴とする液
晶表示装置の駆動装置。
【請求項４】
　前記ルックアップ・テーブルに登録された前記修正データは、前記現在のフレームの上
位ビット・データが前記直前のフレームの上位ビット・データより大きければ前記現在の
フレームの上位ビット・データより大きい値を、前記現在のフレーム及び前記直前のフレ
ームの上位ビット・データが等しければ前記現在のフレームの上位ビット・データと等し
い値を、前記現在のフレームの上位ビット・データが前記直前のフレームの上位ビット・
データより小さければ前記現在のフレームの上位ビット・データより小さな値を有するこ
とを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に関し、特に画質を向上させることができる液晶表示装置の駆動方
法及び装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
通常液晶表示装置はビデオ信号により液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。液
晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリックスタイプの液晶表示装置
は動画を表示するのに適している。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に使用
されるスイッチング素子には主に薄膜トランジスタが利用されている。
【０００３】
このような液晶表示装置は数式１及び２から理解されるように、液晶に固有の粘性及び弾
性の特性により応答速度が遅いという短所がある。
【０００４】
【数１】
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ここで、τ及びγは液晶に電圧が印加される際の上昇時間を、Ｖaは印加電圧を、ＶＦは
液晶分子が傾斜運動を始めるフリーデリック遷移電圧（Freederick Transition Voltage
）を、ｄは液晶セルのセル・ギャップを、γは液晶分子の回転粘度をそれぞれ意味する。
【０００５】
【数２】

ここで、τ及びｆは、液晶に印加された電圧がオフされた後、液晶が弾性復元力により元
の位置に復元するまでの下降時間と、Ｋは液晶固有の弾性係数とをそれぞれ意味する。
【０００６】
ＴＮモードの液晶応答速度は液晶材料の物性とセル・ギャップなどにより異なるが、通常
は上昇時間が２０ー８０ｍｓであり下降時間が２０ー３０ｍｓである。このような液晶の
応答速度は動画の１フレーム時間（ＮＴＳＣ；１６．６７ｍｓ）より長いため、図１のよ
うにビデオ・データの輝度より低い輝度で動画が表示される。
【０００７】
このような液晶表示装置の応答速度を改善するために、アメリカ特許第５，４９５，２６
５号とＰＣＴ国際公開番号ＷＯ９９/０５５６７にはルックアップ・テーブルを利用して
データの変化の有無によりデータを修正する方法（以下、「高速駆動」という）が提案さ
れている。この高速駆動方法は、図２に示したような原理でデータを修正する。
【０００８】
図２に示すように、従来の高速駆動方法は、入力データ（ＶＤ）を修正した修正データ（
ＭＶＤ）を液晶セルに印加して所望の輝度（ＭＢＬ）を得るものである。この高速駆動方
法は、１フレーム期間中に入力データの輝度値に対応する所望の輝度が得られるように、
データの変化の有無に基づき、数式１における｜Ｖ２

ａ
　ーＶ２

Ｆ｜を大きくして液晶の
応答を加速させるものである。従って、高速駆動方法を利用する液晶表示装置は、液晶の
遅い反応速度をデータ値の修正により補償し、動画像のモーション・ブラーリング（Moti
on Blurring）現象を緩和して、所望の色と輝度を有する画像を表示する。
【０００９】
さらに詳細には、高速駆動方法は直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）
それぞれの最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を比較し、最上位ビット・データ（ＭＳＢ）
に変化がある場合に、ルックアップ・テーブルの該当する修正データ（Ｍデータ）をあて
はめ、図３に示すように修正する。
【００１０】
最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を４ビットに限定した場合、高速駆動方法のルックアッ
プ・テーブルは下の表１及び表２のようになる。
【表１】
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【００１１】
表１及び表２において、左側の列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）のデータ電圧（ＶＤｎ－
１）であり、最上行は現在のフレーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。表１は最
上位の４ビット（２０、２１、２２、２３）を１０進数で表現したルックアップ・テーブ
ルである。表２は８ビットのデータに最上位４ビットの加重値（２４、２５、２６、２７

）を適用したルックアップ・テーブルである。
【００１２】
最上位ビット・データ（ＭＳＢ）だけを修正するのは、ハードウェアー化の際にメモリと
ルックアップ・テーブルの容量を減らすためである。このように実現された駆動装置を図
４に示す。
【００１３】
図４に示すように、従来の高速駆動装置は、上位ビット・バスライン（４２）に接続され
たフレーム・メモリ（４３）と、上位ビット・バスライン（４２）とフレーム・メモリ（
４３）の出力端子両方に接続されたルックアップ・テーブル（４４）とを具備する。
【００１４】
フレーム・メモリ（４３）は、上位ビット・データ（ＭＳＢ）を１フレーム期間中保存し
、ルックアップ・テーブル（４４）に供給する。ここで、上位ビット・データ（ＭＳＢ）
は８ビットのソース・データ（ＲＧＢデータ入力）の上位４ビットである。
【００１５】
ルックアップ・テーブル（４４）は、上位ビット・バスライン（４２）から入力される現
在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビット・データ（ＭＳＢ）と、フレーム・メモリ（４３）か
ら入力される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビット・データ（ＭＳＢ）を表１及び表
２と比較し、該当する修正データ（Ｍデータ）を選択して出力する。修正された上位ビッ
ト・データ（Ｍデータ）は下位ビット・バスライン（４１）からのビット・データ（ＬＳ
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Ｂ）と加算されて液晶表示装置に入力される。
【００１６】
このように、４ビットの上位ビット・データ（ＭＳＢ）だけを修正する高速駆動方法及び
装置では、フレーム・メモリ（４３）とルックアップ・テーブル（４４）のデータ幅は４
ビットであり、比較的容量が小さい。この場合、ルックアップ・テーブル（４４）に登録
された修正データの値は、表１及び表２で分かるように、４ビットで表示可能な値だけに
限定される。その結果、図５に示すように、実際の入力データのグレイスケールレベルと
修正データのグレイスケールレベルは矢印で表したグレイスケール部分で乖離し、その分
大きな輝度変化が発生する。さらに詳細には、自然な動画像を表示するためには４ビット
以上の修正データを設定しなければならないにも拘わらず、ルックアップ・テーブルのデ
ータ幅が４ビットに限定されるために、修正データが４ビット以下で設定されることにな
り、実際のグレイスケール間の差が小さい場合にも輝度の差が大きくなる。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、画質を向上することができる液晶表示装置の駆動方法及び装置
を提供することである。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、入力デー
タを上位ビット・データと下位ビットデータに分割する段階と、前記上位ビット・データ
を１フレームの間遅延させる段階と、前記遅延された上位ビット・データと現在入力され
る上位ビット・データの差により、現在入力される上位ビット・データを、前記入力デー
タのデータ幅以下で且つ前記上位ビット・データのデータ幅以上のデータ幅を有する修正
データに修正することが可能な段階を含む。
【００１９】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、上位ビット・データと下位ビット・デ
ータがそれぞれ４ビットであり、前記入力データと前記修正データがそれぞれ８ビットで
あることを特徴とする。
【００２０】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、現在のフレームの下位ビット・データ
を付加する段階を含むことを特徴とする。
【００２１】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法において、上位ビット・データを修正する
段階は、現在の上位ビット・データと１フレームの間遅延された上位ビット・データを比
較する段階と、比較結果に基づきルックアップ・テーブルから所望のデータを選択する段
階と、現在の上位ビット・データに従って前記選択されたデータを出力する段階を含む。
【００２２】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、入力ラインから入力されるｎ番目のフ
レームの入力データに含まれる上位ビット・データを遅延させるメモリと、ｎ－１番目の
フレームの上位ビット・データとｎ番目のフレームの上位ビット・データの差により、前
記ｎ番目のフレームの上位ビット・データを、前記入力データのデータ幅以下で且つｎ－
１番目の上位ビット・データのデータ幅以上である修正データに修正することが可能な修
正器とを具備する。
【００２３】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、入力ラインから分割された上位ビット
・データと下位ビット・データがそれぞれ４ビットであり、前記入力データと前記修正デ
ータはそれぞれ８ビットであることを特徴とする。
【００２４】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置において、修正器は前記修正データが登載
されたルックアップ・テーブルを具備することを特徴とする。
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【００２５】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、データが供給される複数のデータライ
ンとスキャニング信号が供給される複数のゲートラインを有する液晶表示パネルと、前記
修正器により修正されたデータと前記入力ラインからバイパスされた下位ビットを加算し
た修正ビデオ・データを入力し、前記修正ビデオ・データを前記液晶表示パネルのデータ
ラインに供給するためのデータ駆動部と、前記液晶パネルのゲートラインにスキャニング
信号を供給するためのゲート駆動部と、前記ビデオ・データを前記入力ラインに供給する
と共に前記データ駆動部とゲート駆動部を制御するためのタイミングコントローラとを更
に具備する。
【００２６】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、データが供給される複数のデータライ
ンとスキャニング信号が供給される複数のゲートラインが形成されて映像を表示する液晶
表示パネルと、入力データを受けてビデオ・データを再配列し、ＲＧＢデータと第１及び
第２タイミング信号を出力するタイミング・コントローラと、遅延された上位ビット・デ
ータと現在入力される上位ビット・データの差により現在入力される上位ビット・データ
を、入力データのデータ幅以下で且つ上位ビット・データのデータ幅以上のデータ幅を持
つ修正データを有するルックアップ・テーブルに基づいてビデオ・データの上位ビット・
データを修正する修正器と、修正されたビデオ・データと第１タイミング信号が入力され
ると下位ビット・データを付加し、液晶表示パネルのデータラインに修正されたビデオ・
データを供給するデータ駆動部と、第２タイミング信号が入力されると液晶表示パネルの
ゲートラインにスキャニング信号を供給するためのゲート駆動部とを具備する。
【００２７】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置において、修正器は、１フレームの間に現
在の上位ビット・データを遅延させ、遅延された上位ビット・データを出力するフレーム
のメモリと、現在の上位ビット・データと遅延された上位ビット・データが入力されると
修正データを前記液晶表示パネルに出力するルックアップ・テーブルとを具備する。
【００２８】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、上位ビット・データと下位ビット・デ
ータが４ビットであることを特徴とする。
【００２９】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、入力データと前記修正されたデータが
８ビットであることを特徴とする。
【００３０】
【作用】
本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、ルックアップ・テーブルのデータ幅を
拡張し、ルックアップ・テーブルに登録された修正データの値をその分拡張させる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
以下、図６乃至図８を参照して本発明の好ましい実施例を説明する。
【００３２】
図６に示すように、本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、データライン（６
５）とゲートライン（６６）の交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆動するためのＴＦＴが形
成された液晶パネル（６７）と、液晶パネル（６７）のデータライン（６５）にデータを
供給するためのデータドライバ（６３）と、液晶パネル（６７）のゲートライン（６６）
にスキャニングパルスを供給するためのゲート・ドライバ（６４）と、デジタル・ビデオ
・データと同期信号（ＨＶ）が供給されるタイミング・コントローラ（６１）と、タイミ
ング・コントローラ（６１）とデータ・ドライバ（６３）の間に接続されて入力データ（
ＲＧＢデータ）を修正するためのデータ修正部（６２）とを具備する。
【００３３】
液晶パネル（６７）は間に液晶が注入された２枚のガラス基板からなり、下部ガラス基板
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の上にデータライン（６５）とゲートライン（６６）が相互に直交するように配設される
。データライン（６５）とゲートライン（６６）上のデータは液晶セル（Ｃｌｃ）に供給
される。このために、ＴＦＴのゲート電極はゲートライン（６６）に接続され、ソース電
極はデータライン（６５）に接続される。そしてＴＦＴのドレーン電極は液晶セル（Ｃｌ
ｃ）の画素電極に接続される。
【００３４】
タイミング・コントローラ（６１）は、図示しないデジタル・ビデオ・カードから供給さ
れるデジタル・ビデオ・データを再配列させる。タイミング・コントローラ（６１）によ
り再配列されたデータ（ＲＧＢデータ）はデータ修正部（６２）に供給される。また、タ
イミング・コントローラ（６１）は、入力された水平／垂直同期信号（ＨＶ）を利用して
、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）、図示しないゲー
ト・シフト・クロック（ＧＳＣ）、出力イネーブル／ディスエーブル信号などのタイミン
グ制御信号と極性の制御信号を生成し、データ・ドライバ（６３）とゲート・ドライバ（
６４）を制御する。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号はデータ・ドライバ（６
３）に供給され、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（Ｇ
ＳＣ）はゲート・ドライバ（６４）に供給される。
【００３５】
ゲート・ドライバ（６４）は、タイミング・コントローラ（６１）から供給されるゲート
・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）に応答してスキャ
ンパルス、即ちゲート・ハイパルスを順次発生するシフト・レジスタと、スキャンパルス
の電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合したレベルにシフトさせるためのレベル・シフ
トを含む。このスキャンパルスに応答してＴＦＴはターン・オンされる。ＴＦＴがターン
・オンされる際に、データライン（６５）上のビデオ・データは液晶セル（Ｃｌｃ）の画
素電極に供給される。
【００３６】
データ・ドライバ（６３）にはデータ修正部（６２）により修正された赤（Ｒ）、緑（Ｇ
）及び青（Ｂ）色の修正データ（ＲＧＢデータ）が供給されると共に、タイミング・コン
トローラ（６１）からドットクロック（Ｄｃｌｋ）が入力される。このデータ・ドライバ
（６３）は、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）により赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）色の修
正データ（ＲＧＢデータ）をサンプリングした後に、１ライン分ずつラッチする。データ
・ドライバ（６３）によりラッチされたデータは、アナログ・データに変換されてスキャ
ン毎にデータライン（６５）に同時に供給される。データ・ドライバ（６３）は修正デー
タに対応するガンマ電圧をデータライン（６５）に供給することもできる。
【００３７】
データ修正部（６２）は、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）間の変
化の有無により、ルックアップ・テーブルを利用して現在入力されるデータ（ＲＧＢデー
タ）を修正する。ここで、ルックアップ・テーブルのデータ幅はタイミング・コントロー
ラ（６１）から入力されるソース・データ（ＲＧＢデータ）のデータ幅以下で、且つ最上
位ビット・データ（ＭＳＢ）のデータ幅より大きい範囲内に設定される。
【００３８】
このデータ修正部（６２）を図７に示す。
【００３９】
図７に示すように、本発明によるデータ修正部（６２）はタイミング・コントローラ（６
１）から４ビットの最上位ビット・データ（ＭＳＢ）が入力される４ビットのフレーム・
メモリ（７３）と、４ビットの最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を８ビットの修正データ
に修正するための８ビットのルックアップ・テーブル（７４）とを具備する。
【００４０】
４ビットのフレーム・メモリ（７３）はタイミング・コントローラ（６１）の上位ビット
・バスライン（７２）に接続され、タイミング・コントローラ（６１）から入力される４
ビットの最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を１フレームの間保存する。またフレーム・メ
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モリ（７３）は、フレームごとに保存された４ビットの上位ビット・データ（ＭＳＢ）を
８ビットのルックアップ・テーブル（７４）に供給する。
【００４１】
８ビットのルックアップ・テーブル（７４）は、タイミング・コントローラ（６１）の上
位ビット・バスライン（７２）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の４ビットの上位
ビット・データ（ＭＳＢ）と、４ビットのフレーム・メモリ（７３）から入力される直前
のフレーム（Ｆｎ－１）の４ビットの上位ビット・データ（ＭＳＢ）との間に変化がある
かどうかにより、下の関係式（１）乃至（３）に従って現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビ
ット・データ（ＭＳＢ）を修正する。
ＶＤｎ　＜　ＶＤｎ－１　---＞　ＭＶＤｎ　＜　ＶＤｎ----（１）
ＶＤｎ　＝　ＶＤｎ－１　---＞　ＭＶＤｎ　＝　ＶＤｎ----（２）
ＶＤｎ　＞　ＶＤｎ－１　---＞　ＭＶＤｎ　＞　ＶＤｎ----（３）
【００４２】
（１）乃至（３）において、ＶＤｎ－１は直前のフレームのデータ電圧、ＶＤｎは現在の
フレームのデータ電圧、そしてＭＶＤｎは修正データ電圧をそれぞれ表す。ここで、ルッ
クアップ・テーブル（７４）に登録された修正データは８ビットであり、表３に示すよう
に、従来の４ビットのルックアップテーブルでは設定できなかった値を有している。
【表３】

【００４３】
表３から明らかなように、８ビットのルックアップ・テーブル（７４）に使用されるメモ
リは８ビットのデータ幅を有するため、従来の高速駆動方式ではデータ幅が４ビットに限
定されていたために表示不可能であった値を表現することができる。例えば、従来の高速
駆動方式の４ビットでは表現不可能であった「２４１」以上の値（イタリック体で表示）
を修正データに設定することもできる。
【００４４】
図８は表３の修正データをそのままグラフに表したものである。表３及び図８で明らかな
ように、修正データのデータ幅が拡張されて修正データ値が上位グレイスケールまで拡張
されるだけではなく、全グレイスケール・レベルで修正データが線型コーディングされ、
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グレイスケール部分にはデータ値の乖離がなく、線型的に変化している。
【００４５】
図示されない加算器によって、８ビットのルックアップ・テーブル（７４）から出力され
る８ビットの修正データは、タイミング・コントローラ（６１）の下位ビット・バスライ
ン（７１）から入力される４ビットの最下位ビット・データ（ＬＳＢ）に加算される。こ
のようにデータ修正部（６２）により修正された８ビットのビデオ・データはデータ・ド
ライバ（６３）に供給される。或いは、データ・ドライバ（６３）には最下位ビット・デ
ータ（ＬＳＢ）が供給されず、ルックアップ・テーブル（７４）により修正及びビット拡
張された修正データだけが供給されてもよい。
【００４６】
本発明によるデータ修正部（６２）のフレーム・メモリ（７３）とルックアップ・テーブ
ル（７４）の入／出力データの幅は、表４に示すように、ルックアップ・テーブル（７４
）のみで従来より増加されており、ハードウェアに対する負担を最小化している。このよ
うに、ルックアップ・テーブルのデータ幅を広げることにより、ルックアップ・テーブル
（７４）に登録された修正データの設定値の範囲は、入力ビデオ・データの実際のグレイ
スケール値に対応して拡張される。
【表４】

【００４７】
一方、実施例では、ルックアップ・テーブル（７４）のデータ幅はソース・データ（ＲＧ
Ｂデータ入力）と同一であるが、ルックアップ・テーブル（７４）のデータ幅は最上位ビ
ット・データ（ＭＳＢ）のデータ幅とソース・データ（ＲＧＢデータ入力）のデータ幅の
間で決定することができる。また、本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、前
記のようにデータ幅を拡張したルックアップ・テーブルを利用して、入力データのデータ
幅以下のデータ幅にビット拡張することができ、入力データのデータ幅より大きいデータ
幅にビット拡張するのにも利用することができる。
【００４８】
【発明の効果】
上述のように、本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、ルックアップ・テーブ
ルのデータ幅を拡張することにより、ルックアップ・テーブルに登録された修正データの
値を拡張する。それにより、実際のグレイスケール値に対応して修正データ値が設定され
るので表示画面の画質が向上する。
【００４９】
以上説明した内容を通し、当業者であれば本発明の技術思想の範囲で多様な変更及び修正
が可能であることを理解するはずである。従って、本発明の技術的な範囲は、明細書の詳
細な説明に記載された内容に限定されず、特許請求の範囲によって定めなければならない
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は通常の液晶表示装置におけるデータによる輝度変化を表す波形図である



(11) JP 4497793 B2 2010.7.7

10

20

。
【図２】　図２は従来の高速駆動方法におけるデータ修正による輝度変化の一例を表す波
形図である。
【図３】　図３は８ビットのデータを使用した従来の高速駆動方法の一例を表す。
【図４】　図４は従来の高速の駆動装置を表すブロック図である。
【図５】　図５は表２の修正データを表すグラフである。
【図６】　図６は本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置を表すブロック図である
。
【図７】　図７は図６に示されたデータ修正部を詳細に表すブロック図である。
【図８】　図８は表３の修正データを表すグラフである。
【符号の説明】
４１：下位ビット・バスライン
４２：上位ビット・バスライン
４３、７３：フレーム・メモリ
４４：ルックアップ・テーブル
６１：タイミング・コントローラ
６２：データ修正部
６３：データ・ドライバ
６４：ゲート・ドライバ
６５：データライン
６６：ゲートライン
６７：液晶パネル
７１：下位ビット・バスライン
７２：上位ビット・バスライン
７３：４ビットのフレーム・メモリ
７４：８ビットのルックアップ・テーブル
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